
内
　
　
容

八
戸
市
で
は
、

昭
和
50
年
に
環
境
庁
よ
り
公

害
病
（
小
中
野
ぜ
ん
そ
く
）

の
地
域
指
定
を
受
け
、
そ
れ

を
契
機
に
、
平
成
11
年
「
環

境
共
生
都
市
宣
言
」
の
市
議

会
採
択
を
初
め
と
し
、
環
境

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

に
市
を
上
げ
て
取
り
組
ん
で

き
た
。
１
つ
１
つ
の
事
業
は
、

三
原
市
に
お
い
て
も
細
々
な

が
ら
取
り
入
れ
て
い
る
が
、

八
戸
市
の
場
合
、
「
公
害
の

ま
ち
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
払
拭

し
た
い
と
い
う
強
い
願
い
の

も
と
、
相
当
な
意
気
込
み
を

感
じ
た
。

昨
今
環
境
に
対
す
る
住
民

の
関
心
が
高
ま
る
な
か
、
期

待
に
沿
え
る
事
業
、
も
っ
と

欲
を
い
う
と
経
費
の
か
か
ら

な
い
ア
イ
デ
ア
は
な
い
か
と

臨
ん
だ
今
回
の
視
察
だ
が
、

先
進
地
な
ら
で
は
の
事
業
が

幾
つ
か
あ
っ
た
。
ま
ず
は
、

「
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」

モ
ニ
タ
ー
制
度
の
奨
励
、
廃

食
油
利
活
用
更
に
は
、
地
元

ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
と
市
役
所
職

員
に
よ
る
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー

番
組
の
制
作
等
、
ま
ち
ぐ
る

み
の
真
剣
な
取
り
組
み
が
感

じ
取
れ
た
。

十
和
田
市
は
、
セ
ー
フ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
り
組
み
を

研
修
し
た
。
ま
ず
は
、
「
セ

ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
は
、

事
故
や
け
が
は
偶
然
の
結
果

で
は
な
く
、
予
防
で
き
る
と

い
う
国
際
的
な
考
え
方
が
あ

り
、
そ
の
考
え
に
基
づ
き
市

民
協
働
に
よ
り
、
全
て
の
住

民
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

十
和
田
市
で
は
所
管
部
で
そ

れ
ぞ
れ
実
施
し
て
い
る
事
業

を
「
安
全
」
と
い
う
価
値
観

で
体
系
化
し
、
１
つ
の
部
署

に
集
約
し
科
学
的
視
点
を
取

り
入
れ
、
予
防
力
を
つ
け
る

取
り
組
み
を
し
て
い
た
。
活

動
の
ベ
ー
ス
は
地
域
力
で
あ

り
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自

分
た
ち
で
守
る
と
い
う
考
え

の
も
と
、
ま
だ
ま
だ
住
民
に

浸
透
し
て
い
な
い
が
地
道
に

頑
張
る
と
熱
く
語
ら
れ
て
い

た
。
住
民
自
治
の
基
本
に
立

ち
帰
る
取
り
組
み
で
あ
り
、

協
働
の
切
り
口
と
し
て
参
考

と
す
る
べ
き
価
値
が
あ
っ
た
。

11

委
員
会
行
政
視
察
報
告

委
員
会
行
政
視
察
報
告

福

祉

環

境

委

員

会

日
　
　
程

平
成
22
年
７
月
21
日
〜
23
日

行

き

先

青
森
県
八
戸
市
・
十
和
田
市

視
察
項
目

八

戸

市
…
…
環
境
都
市
へ
の
取
り
組
み

十
和
田
市
…
…
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
り
組
み

内
　
　
容

行

政

視

察

報

告
八戸市にて
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内
　
　
容

三
条
市
で
は
、

新
市
建
設
計
画
登
載
事
業

（
全
46
事
業
、
約
６
３
６
億

円
）
を
検
討
す
る
た
め
、

「
新
市
建
設
計
画
登
載
事
業

検
討
委
員
会
（
三
地
域
よ
り

各
３
人
と
学
識
経
験
者
２
人

の
計
11
人
で
構
成
）
」
を
設

置
し
、
平
成
19
年
６
月
７
日

よ
り
11
月
29
日
、
約
６
ヶ
月

の
間
、
５
回
の
会
合
を
重
ね

て
次
の
よ
う
に
答
申
を
し
た
。

地
域
共
通
事
業
と
し
て

（
ゴ
ミ
処
理
施
設
）（
し
尿
処

理
施
設
）（
斎
場
建
設
事
業
）

の
３
事
業
、
当
初
予
算
約
１

９
５
億
円
を
再
検
討
し
、
約

30
億
円
圧
縮
し
、
１
６
５
億

円
に
、
ま
た
、
あ
る
地
域
で

は
約
48
億
円
の
計
画
額
を
取

り
止
め
や
計
画
縮
小
等
で
、

約
39
億
円
減
額
し
（
約
81
・

７
％
減
）
約
９
億
円
に
圧
縮

し
て
い
る
。
全
体
で
は
６
３

６
億
円
を
21
・
３
％
の
１
３

６
億
円
圧
縮
し
、
見
直
し
後

の
事
業
費
を
約
５
０
０
億
円

と
し
て
い
る
。
こ
の
答
申
に

対
し
て
三
地
区
の
地
域
審
議

会
を
始
め
、
地
元
選
出
の
議

員
の
反
発
も
想
像
さ
れ
る
が
、

全
員
協
議
会
等
で
充
分
説
明

し
理
解
を
得
た
と
の
事
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
合
併
後
ま
だ

２
年
と
い
う
早
い
時
期
に
時

代
の
変
化
を
敏
感
に
察
知
し
、

素
早
い
対
応
に
敬
服
し
た
。

上
田
市
に
は
公
民
館
が
お

お
む
ね
中
学
校
区
毎
に
９
館

あ
り
自
治
会
単
位
で
２
４
６

の
分
館
が
あ
り
、
そ
こ
に
は

教
師
Ｏ
Ｂ
が
配
置
さ
れ
、
活

動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
城
南
公
民
館
の
活

動
状
況
は
、

a
高
校
と
小
学
生
と
の
連
携

を
強
化
す
る
事
業
と
し
て

市
の
商
工
観
光
部
か
ら

「
少
年
期
か
ら
も
の
づ
く
り

に
親
し
み
、
も
の
づ
く
り
の

楽
し
さ
を
学
ん
で
も
ら
い
、

将
来
的
に
地
場
産
業
の
発
展

に
寄
与
で
き
る
技
術
者
に
育

っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
ん
な

機
会
を
公
民
館
で
で
き
な
い

か
」
と
の
提
案
を
受
け
て
上

田
千
曲
高
校
と
連
携
し
、
地

元
の
子
ど
も
達
に
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
ロ
ボ
ッ
ト
カ
ー
の
製
作

で
物
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
味

わ
っ
て
貰
う
事
業
を
企
画
し
、

今
年
は
21
人
の
参
加
を
得
た
。

s
中
学
生
と
連
携
を
図
る
事

業
と
し
て

中
学
生
の
自
主
性
を
育
て
、

地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参

加
し
て
貰
う
機
会
を
つ
く
る

こ
と
、
地
域
と
の
交
流
を
図

り
、
地
域
に
愛
着
を
も
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
４
年
前
よ

り
地
区
運
動
会
に
「
中
学
生

企
画
種
目
」
を
取
り
入
れ
、

種
目
の
決
定
か
ら
選
手
選
出

ま
で
生
徒
の
自
主
性
を
尊
重

し
、
今
年
は
「
障
害
物
競
走
」

に
19
分
館
中
18
分
館
よ
り
各

６
選
手
、
合
計
１
０
８
人
が

参
加
し
、
地
域
の
人
々
や
生

徒
も
お
お
む
ね
好
評
で
あ
っ

た
。

d
中
学
生
の
独
居
老
人
へ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

青
少
年
育
成
、
青
少
年
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
涵
養

を
目
的
に
、
近
隣
中
学
生
と

地
区
の
民
生
児
童
委
員
等
の

協
力
で「
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
」

の
作
成
と
独
居
老
人
へ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
た
。
老
人

か
ら
は
「
う
れ
し
い
、
中
学

生
と
話
を
す
る
の
は
楽
し

い
」
中
学
生
か
ら
は
「
お
年

寄
り
が
喜
ん
で
く
れ
れ
ば
う

れ
し
い
」
と
事
業
に
参
加
し

た
人
た
ち
に
喜
ば
れ
た
。

青
少
年
の
健
全
育
成
を
目

的
に
、
地
区
内
の
小
中
学
生

を
対
象
に
、
公
民
館
が
企
画

し
て
各
種
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
各
事
業
の
成
功
の

秘
訣
の
一
つ
は
分
館
に
先
生

Ｏ
Ｂ
を
配
置
し
、
子
ど
も
と

の
人
間
関
係
を
生
か
し
て
い

る
所
に
も
あ
る
と
思
っ
た
。

日
　
　
程

平
成
22
年
７
月
14
日
〜
16
日

行

き

先

新
潟
県
三
条
市
・
長
野
県
上
田
市

視
察
項
目

三
条
市
…
…
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

上
田
市
…
…
生
涯
学
習
（
公
民
館
活
動
）
に
つ
い
て

内
　
　
容 総

務

文

教

委

員

会

行

政

視

察

報

告
上田市にて
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内
　
　
容

北
上
市
展
勝
地

と
は
、
大
正
10
年
に
開
園
し
、

今
年
で
開
園
87
年
目
を
迎
え

る
市
立
公
園
で
あ
る
。
当
初

は
民
間
団
体「
和わ

賀
展
勝
会

か

て
ん
し
ょ
う
か
い

」

に
よ
っ
て
、
用
地
買
収
、
工

事
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、

昭
和
29
年
に
北
上
市
市
政
施

行
に
よ
り
「
北
上
市
立
公
園

展
勝
地
」
と
な
っ
た
。
民
間

団
体
の
代
表
で
、
開
園
の
祖

と
呼
ば
れ
る
沢
藤
幸
治
氏
は
、

横
黒
線
（
現
Ｊ
Ｒ
北
上
線
）

が
開
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
船
中
心
で
あ
っ
た

物
資
輸
送
が
鉄
道
に
変
わ
る

た
め
、
地
域
の
盛
衰
が
起
こ

る
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
こ

れ
を
生
か
し
て
地
域
が
発
展

す
る
た
め
に
は
人
を
引
き
寄

せ
、
人
の
心
を
豊
か
に
す
る

風
景
が
必
要
に
な
る
。
つ
ま

り
、
新
た
な
時
代
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
物
質
の
充
実

だ
け
で
は
な
く
、
心
を
豊
か

に
充
実
さ
せ
る
風
景
を
創
造

し
て
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
説
い
た
。

こ
の
構
想
を
基
に
、
現
在

ま
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
現
在
で
は
約
24
ｈ
ａ
の

敷
地
に
１
万
本
の
桜
、
10
万

本
の
ツ
ツ
ジ
が
植
え
ら
れ
、

野
球
場
、
プ
ー
ル
、
親
水
公

園
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
が

整
備
さ
れ
、
中
で
も
北
上
川

沿
い
２
ｋ
ｍ
も
続
く
桜
並
木

は
「
日
本
さ
く
ら
の
名
所

１
０
０
選
」
に
選
ば
れ
て
お

り
、
市
民
の
身
近
な
存
在
で

あ
る
と
と
も
に
、
観
光
地
に

も
な
っ
て
い
る
。
年
間
約

３
０
０
０
万
円
を
か
け
て
維

持
管
理
を
し
て
お
り
、
現
在

は
水
と
緑
豊
か
な
地
域
の
交

流
拠
点
と
し
て
、
歴
史
的
な

特
性
、
自
然
環
境
を
生
か
し
、

拡
張
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
24
年
度
の
整
備
事
業
の

完
了
後
は
、
開
園
１
０
０
周

年
に
向
け
て
桜
の
植
栽
等
、

ソ
フ
ト
事
業
を
展
開
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

石
巻
市
の
道
の
駅
「
上
品

の
郷
」
の
「
上
品
」
と
は
仏

教
用
語
で
極
楽
浄
土
を
表
し

て
お
り
、
施
設
の
背
後
に
あ

る
上
品
山
か
ら
命
名
さ
れ
た
。

地
域
の
振
興
、
健
康
福
祉
、

雇
用
の
促
進
を
目
的
と
し
て

お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
、
都
会
と
農
村
の
交

流
の
場
、
活
性
と
安
ら
ぎ
の

拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
船
着
場
の
イ
メ
ー

ジ
で
構
成
さ
れ
、
屋
根
は
幕

屋
根
を
採
用
し
雲
の
形
を
表

し
て
い
る
。
面
格
子
作
り
の

木
造
建
築
で
、
釘
を
一
本
も

使
わ
ず
、
そ
れ
で
い
て
震
度

７
の
地
震
で
も
耐
え
ら
れ
る

構
造
と
な
っ
て
お
り
、
東
北

建
築
賞
作
品
賞
、
公
共
建
築

賞
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

農
産
物
直
売
所
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
入
浴
施
設
、
道
路
情

報
端
末
、
ト
イ
レ
、
普
通
車

１
２
８
台
・
大
型
車
10
台
・

身
障
者
用
３
台
の
駐
車
場
を

備
え
て
い
る
。

社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ

イ
ト
合
わ
せ
て
66
人
が
勤
務

し
、
そ
の
他
生
産
者
が
約

１
０
０
人
、
業
者
を
合
わ
せ

る
と
約
３
５
０
人
が
関
係
し

て
お
り
、
雇
用
創
出
の
場
と

な
っ
て
い
る
。
売
り
上
げ
も

上
々
で
、
生
産
者
の
生
き
が

い
に
な
っ
て
お
り
、
生
活
の

中
の
か
な
り
の
ウ
エ
イ
ト
を

占
め
て
い
る
。

経
営
は
独
立
採
算
で
行
っ

て
お
り
、
社
員
教
育
に
つ
い

て
も
近
隣
の
ホ
テ
ル
か
ら
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
招
聘
し
、
参

与
と
し
て
週
３
日
現
場
指
導

や
仙
台
市
へ
の
セ
ー
ル
ス
な

ど
に
関
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
。
生
産
者
の
93
％
は
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
の
資
格
を
取
得

し
、
直
売
所
で
は
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
を
公
表
し
て
い
る
。

ま
た
年
間
２
０
０
回
以
上
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、

集
客
努
力
を
し
て
い
る
。

重
要
な
の
は

地
元
に
密
着
し

て
リ
ピ
ー
タ
ー

を
作
る
こ
と
、

そ
し
て
物
を
売

る
の
で
は
な
く

心
を
売
る
と
い

う
認
識
を
持
つ

こ
と
で
あ
る
。

道
の
駅
は
目
的

型
と
捉
え
、
お

客
に
「
ま
た
来

た
い
」
と
思
っ

て
も
ら
え
る
努

力
が
必
要
で
あ

る
。

日
　
　
程

平
成
22
年
７
月
12
〜
14
日

行

き

先

岩
手
県
北
上
市
・
宮
城
県
石
巻
市

視
察
項
目

北
上
市
…
…
市
立
公
園
「
展
勝
地

て
ん
し
ょ
う
ち

」
の
整
備
に
つ
い
て

石
巻
市
…
…
道
の
駅
「
上
品

じ
ょ
う
ぼ
ん

の
郷さ
と

」
に
つ
い
て

内
　
　
容 建

設

都

市

委

員

会

行

政

視

察

報

告
道の駅「上品の郷」
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千
歳
市
で
は
、
公
設
民
営

方
式
で
市
が
大
学
（
千
歳
科

学
技
術
大
学
）
を
誘
致
し
、

産
学
官
共
同
で
創
る
光
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
拠
点
を
目
指
し
、

特
定
非
営
利
法
人
ホ
ト
ニ
ク

ス
ワ
ー
ル
ド
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

を
核
と
し
て
、
光
を
テ
ー
マ

に
先
端
技
術
の
研
究
・
開
発
・

産
業
の
集
積
さ
れ
た
頭
脳
拠

点
と
新
技
術
産
業
の
創
出
・

育
成
の
場
の
形
成
を
目
指
し

て
、
各
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
強
力
に
推
進
し
て
い
る
。

産
学
官
連
携
事
業
と
し
て
、

情
報
技
術
を
用
い
て
ネ
ッ
ト

上
で
学
習
の
で
き
る
「
ｅ
ラ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
事
業
」
の

シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
、
自
宅

学
習
を
支
援
す
る
教
育
コ
ン

テ
ン
ツ
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
教
師

が
生
徒
の
自
宅
学
習
の
状
況

を
把
握
し
、
次
の
授
業
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
、
電
子

黒
板
を
利
用
す
る
素
材
と
し

て
、
実
際
の
授
業
で
実
践
さ

れ
て
い
る
。
現
在
三
原
市
内

の
各
小
中
学
校
に
配
置
し
て

あ
る
電
子
黒
板
へ
も
活
用
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

光
の
ま
ち
を
目
指
す
、
ホ
ト

ニ
ク
ス
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
光
技
術
の
研
究
開
発
拠
点

の
形
成
）
は
、
千
歳
市
か
ら

新
し
い
技
術
や
産
業
を
、
日

本
の
み
な
ら
ず
世
界
に
発
信

し
、
地
場
産
業
の
育
成
や
学

術
研
究
の
拠
点
づ
く
り
な
ど
、

地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用

を
は
じ
め
と
す
る
「
ま
ち
の

活
力
」
に
つ
な
げ
る
た
め
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

小
樽
市
で
は
、
地
元
経
済

の
活
性
化
・
地
場
産
業
の
振

興
を
目
指
し
、
地
元
の
中
小

企
業
の
匠
み
の
技
と
物
流
・

保
管
能
力
を
活
か
し
、
新
た

に
進
出
し
た
企
業
と
と
も
に

能
力
を
全
開
さ
せ
、
ま
ち
の

元
気
を
呼
び
戻
す
「
も
の
づ

く
り
・
も
の
は
こ
び
底
力
全

開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
は
じ

め
、
「
小
樽
ブ
ラ
ン
ド
販
路

拡
大
を
推
進
す
る
た
め
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
組
ん
で

い
る
。

近
年
人
口
及
び
観
光
客
の

減
少
に
加
え
、
隣
接
の
札
幌

市
へ
の
購
買
力
の
流
出
に
対

し
て
、
小
樽
駅
前
の
商
店
街

の
基
盤
整
備
、
商
業
ポ
イ
ン

ト
制
度
の
導
入
な
ど
に
取
組

む
と
と
も
に
、
商
工
会
議
所

と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、

商
店
主
か
ら
直
接
意
見
を
聴

取
す
る
な
ど
し
、
業
者
へ
委

託
を
し
な
い
で
、
市
が
主
導

し
て
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
の
策
定
を
行
い
、
国

の
認
定
を
受
け
、
現
在
計
画

を
強
力
に
推
進
し
て
い
る
。

ま
た
、
小
樽
ガ
ラ
ス
の
ブ

ラ
ン
ド
化
の
取
組
み
と
し
て
、

小
樽
ガ
ラ
ス
の
歴
史
は
石
油

ラ
ン
プ
に
始
ま
り
、
漁
業
用

の
ガ
ラ
ス
浮
き
玉
等
の
製
造
、

そ
の
後
、
食
器
や
ガ
ラ
ス
工

芸
品
の
製
造
販
売
へ
と
発
展

し
、
平
成
17
年
度
に
「
Ｏ
Ｔ

Ａ
Ｒ
Ｕ
―
ガ
ラ
ス
工
芸
品
の

世
界
ブ
ラ
ン
ド
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
、
中
小
企
業
庁
の

「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
育

成
支
援
事
業
」
と
し
て
採
択

さ
れ
、
小
樽
ガ
ラ
ス
製
品
の

ブ
ラ
ン
ド
化
と
海
外
へ
の
販

路
拡
大
に
取
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
「
小
樽
物
産
協

会
」
を
設
立
し
、
民
間
か
ら

の
専
門
家
の
登
用
、
産
学
官

の
連
携
な
ど
に
よ
り
、
小
樽

ガ
ラ
ス
の
み
な
ら
ず
市
内
企

業
の
製
品
を
「
小
樽
ブ
ラ
ン

ド
」
と
し
て
紹
介
・
宣
伝
し
、

海
外
へ
の
市
場
開
拓
等
商
圏

の
確
立
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

行
政
視
察
を
終
え
て

産
学
官
の
連
携
で
実
績
を

上
げ
て
い
る
地
域
で
は
、
取

り
組
む
内
容
を
明

確
に
し
、
目
的
を

持
っ
て
地
域
産
業

の
育
成
や
ま
ち
の

活
性
化
を
目
指
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
が
行
わ
れ
て

い
る
。
新
し
い
技

術
で
も
、
昔
か
ら

の
産
業
で
も
地
域

の
活
性
化
に
生
か

さ
れ
て
い
る
。
産

学
官
の
連
携
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
は

大
い
に
あ
る
と
考

え
る
。

日
　
　
程

平
成
22
年
７
月
14
日
〜
16
日

行

き

先

北
海
道
千
歳
市
・
小
樽
市

視
察
項
目

千
歳
市
…
…
「
ホ
ト
ニ
ク
ス
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

小
樽
市
…
…
「
も
の
づ
く
り
・
も
の
は
こ
び
底
力
ゼ
ン
カ
イ
（
全
開
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

「
小
樽
ブ
ラ
ン
ド
販
路
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

内
　
　
容 企

画

経

済

委

員

会

行

政

視

察

報

告
小樽市にて




